
埋蔵文化財提出書類一覧 

 

※提出書類は正・副 2部、図面なども含めて全て A4 サイズで作成をお願い致します。 

① 埋蔵文化財発掘の［届出・通知］について 

② 埋蔵文化財発掘の［届出・通知］について 別記 

③ 開発予定地の案内図（開発予定地を明示した住宅地図等） 

④ 工事平面図（建物の配置図、１階の平面図、地盤改良を行う場合は、その位置がわ 

かる図面、ガス管・給水管の配置図、基礎の配置図など） 

※解体工事などの場合は、解体する部分などの解る図面。 

※盛土・切土を行う場合は盛土・切土の施工範囲の平面図。 

⑤ 工事断面図（基礎工事等の掘削深度がわかる図面、基礎伏図・矩計図、地盤改良を 

行う場合は、その深さが解る図面、ガス管・給水管の深さがわかる図 

面、） 

※盛土・切土を行う場合は現況との高低差を示した図面。 

⑥ 承諾書（土地所有者と発掘届出者とが異なる場合は提出） 

⑦ 委任状（基本的に埋蔵文化財発掘の手続きを代理人が行う場合は提出） 

※工事範囲が公道に及ぶ場合は、道路占用許可書の写しも必要です。 

 

【注意事項】 

・工事着手前より 60 日より前に提出をしてください。 

・提出先は、清瀬市郷土博物館になります。書類はクリップ留めで結構です。 

・提出された書類は、返却されませんので、必要な方は事前に書類のコピーのうえ保管をお

願い致します。 



  号 

令和 年  月  日 

 

東京都教育委員会教育長 様 

 

    〒 

住 所   

氏名等       

 

※届出者と土地所有者が異なる場合は「承諾書」が必要です。 

 

埋蔵文化財発掘の［届出・通知］について 

 

周知の埋蔵文化財包蔵地において土木工事等のための発掘を実施したいので、文化財

保護法（昭和 25 年法律第 214 号）［第 93 条第 1項・第 94 条第 1項］、同第 184 条第 1項

及び文化財保護法施工令（昭和 50 年政令第 267 号）第 5 条［第 1 項・第 2 項］の規定

により、下記の事項について、関係書類を添付し、別記のとおり［届出・通知］します。 

 

記 

 

１ 土木工事等をしようとする土地の所在及び地番 

２ 土木工事等をしようとする土地の面積 

３ 土木工事等をしようとする土地の所有者の氏名又は名称及び住所 

４ 土木工事等をしようとする土地に係わる遺跡の種類、員数及び名称並びに現状 

５ 当該土木工事等の目的、計画及び方法の概要 

６ 当該土木工事等の主体となる者（当該土木事業が請け負契約等によりなされるときは、

契約の両当事者）の氏名及び住所（法人その他の団体の場合は、その名称及び代表者の

氏名並びに事務所の所在地） 

７ 当該土木事業等の施行担当責任者の氏名及び住所 

８ 当該土木事業等の着手の予定時期 

９ 当該土木事業等の終了の予定時期 

10 その他の参考となるべき事項 

 

添付資料 

 土木工事等をしようとする土地及びその付近の地図並びに当該土木事業等の概要を示す

書類及び図面 

記入例 

提出する日付を記入 

届出者が個人の場合、氏名+認印 

法人の場合、法人名および 

代表者・役職名+代表者印 



記入例

建物建設の場合は、建築面積を記入

届出時点での所有者を記入（土地所有者と届出者が異なる場合は「承諾書」が必要）

事業者または施主を記入

施工業者が決まっていない場合は「未定」と記述

着手予定時期は、届出日から60日前以上空いているのが望ましい

指導事項部分は記入しない

該当部分を〇で囲む

住居表示を記入　（開発行為が行われる全ての番地を記載・省略はしない）

遺跡が１つ以上にまたがる場合は
その数を記入それ以外は「１」

5工事の目的　届出本人が居住する戸建専用住宅の場合「個人住宅」
　　　　　　
　　　　　　分譲または賃貸等の営利目的で建設する戸建住宅「分譲住宅」
　　　　　　
　　　　　　集合住宅の一部を施主の専用住宅として利用する「個人住宅」・「集合住宅」両方　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　建物を個人専用住宅と事務所・店舗として利用する「個人住宅兼工場又は店舗」

4について解らない場合は、清瀬市郷土博物館へ問い合わせてください。



第    号 

令和  年  月  日 

東京都教育委員会教育長 殿 

 

〒 

住 所   

氏名等             印 

 

 

承 諾 書 

 

私が所有する下記所在地における事業については、表記届出者が行う事業の

実施及び文化財保護法に基づく届出を承知しております。 

 

 

 

記 

 

 

                             所在遺跡 

 

 

以上 

 

 

届出者が「土地所有者」と異なる場合に提出が必要になります。 

同じ場合は、提出する必要はありません。 

 

記入例 
提出する日付を記入 

遺跡名、開発行為が行われる住所 

土地所有者の姓名記入 



委 任 状 

令和 年 月 日 

清瀬市市長殿 

委任者 住   所 

    氏  名               印 

電話番号 

私が下記の者を代理人と定め、埋蔵文化財の届出に係る申請手続きの権限を

委任します。 

記 

  受任者 住    所 

氏    名 印 

電話番号 

以上 

記入例 

提出する日付を記入 

土地所有者の姓名記入 
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